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間
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設
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こ
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よ
う

に
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田
家
は
未
と
の
関
わ

，
か
濠
く

来
に
関
す
る
番
共

文
献
等

も
多
く
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

一
れヽ
ら

の
資
軒
等

の
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存
　
餃
公
開
を
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究
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究
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わ
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書
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世

田
谷

の
齋

田
家

小
田
急
線
世
田
谷
代
田
駅
か
ら
辟
駅
梅
ヶ
丘
に
か
け
て
の
地
域
は
昔
、代
日
村
と
い
い
武
蔵
野
の
色

濃
く
残
る
純
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
。
代
田
八
幡
宮
か
ら
南
へ
の
び
る
一帝
は
、小
田
急
線
敷
設
の
昭
和
初

年
頃
は
近
在
に
知
ら
れ
た
梅
林
で
あ
り
、
環
状
七
号
線
が
関
通
し
、宅
地
化
が
進
む
昭
和
三
十
年
代

頃
ま
で
残
っ
て
い
た
。
今
は
環
状
線
の
交
通
量
も
増
え
、ま
す
ま
す
宅
地
が
過
書
化
し
、往
時
の
面
影
を

留
め
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、道
路
沿
い
の
自
壁
が
続
く
一面
に
育
国
家
は
位
置
し
て
い
る
。
約
二
十
坪
の

敷
地
に
約
二
百
坪
の
建
勁
を
有
し
、建
場
は
、幕
末
に
焼
失
し
た
も
の
を
復
元
す
る
た
め
に
六
年
間
の

準
備
期
間
を
経
た
後
、
昭
和
六
年
よ
り
四
年
か
か
っ
て
建
て
た
も
の
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あ
る
。
当
時
と
し
て
は
材
料

技

術
共
に
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菫
の
も
の
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い
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お
り
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代
の
数
寄
屋
造
り
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し
て
建
築
学
的
に
も
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重
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あ
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が
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の
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れ
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い
る
。
ま
た
藪
地
内
の
豊
か
な
樹
木
は
こ

の
周
辺
に
お
い

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

書

吉
良
氏
に
従
っ
た
。

と
な
り

、江
戸

を
所
有
す
る
に
い

の
代

に

、

書
を
凛
江
薄
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、

ま
た
同
家
か

野
は
そ
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茶
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た
。
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は
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種
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ｒ
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責
す
る
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と
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質
に
は
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評
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あ
り
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出
も
盛
ん
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っ
た
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七
年
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四
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立
σ
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茶
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」
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又
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し
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り
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田
谷
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彙
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発
達
に
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き
な
役
割
を
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っ
た
の

で
あ
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著
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